
 

一般社団法人日本人間工学会第 81 回理事会 議事録 

 

1．開催日：2026 年 4 月 28 日（火) 10：00～11：17 

2．開催場所：オンライン Zoom 開催 

3．出席理事： ＜敬称略＞ 

・理事会構成員(27 名・定足数 14 名以上)  

(理 事)：鳥居塚崇(理事長)，石橋圭太(若手支援)，井出有紀子（企業活動），河合隆史(総務)，齋藤誠

二（若手支援），下村義弘（広報），申紅仙（総務），能登裕子(学術)，松崎一平（普及），松田

文子(広報)，八木佳子（国際），横井元治(財務)，横山詔常(企業活動)，吉村健志（財務），

和田一成（普及） 

                                              [15 名] 

(理事兼支部長)：高橋信(東北)，横山清子(東海・第 67 回大会)，有馬正和（関西），石原恵子（中国・

四国）                               [4 名] 

  [計：19 名] 

(欠席者)：加藤麻樹（学術），國澤尚子（表彰），小崎智照（九州・沖縄），小林大二(北海道)，中西美

和(副理事長・第 68 回大会)，松田礼(関東)，村木里志（編集），持丸正明(国際・戦略) 

 

・監 事：臼井伸之介 

・オブザーバー：榎原毅(認定機構・国際誌・第 66 回大会)，佐藤洋（JENC・標準化推進），吉武良治（表

彰） 

・欠席オブザーバー：小谷賢太郎（第１０期選挙管理） 

・事務局：西原彩，米倉裕美 

※全員オンライン会議出席者 

 

4．議事概要 

定足数 14 名を超える 19 名の理事の出席を得て理事会が成立したことを確認した後、定款に従い理事

長を議長として議事を進行した． 

 

 

【審議事項】 

（1）第 1 号議案 2026 年定時社員総会及び配布資料案について（理事長・総務・財務） 

 ５月２３日開催の 2026 年定時社員総会資料について，総務の河合理事より 2025 年度事業報告と

2026 年度事業計画案が，財務の吉村理事より 2025 年度収支決算と 2026 年度収支予算案につい

て説明があった．委員会からの予算要望額は全額支出できるように予算を組んでいるので，活発に活動

をしてほしい旨，説明があった．鳥居塚理事長より，2025 年度は講演会収入がなかったが，次期理事長

候補とも相談の上，次年度予算を継続して立てている旨，補足説明があった．  

事務局員の給与について，物価高などを考慮し，現状の支給額と学会の財政を確認の上，ベースアップ

を検討することを確認した． 

総会資料へのコメント・修正の締切は５月 11 日とする． 

 

臼井監事より，引き続き活発な活動を継続し会員増を進めてほしい旨，コメントがあった．会計監査は 5



月 12 日に実施する． 

 

（2）第 2 号議案 2026 年定時社員総会における表彰受賞者について（表彰委員会） 

・論文賞，研究奨励賞，実践論文賞，標準化貢献賞，トップ 10％査読者賞 

吉武表彰委員長より，論文賞１件，研究奨励賞２件，実践論文賞２件，標準化貢献賞 3 件，トップ 10％査

読者賞 5 件の推薦があり，異議なく承認された．  

 

（3）第 3 号議案 人間工学グッドプラクティス賞選考規程の改定について（表彰委員会） 

吉武表彰委員長より，人間工学グッドプラクティス賞選考規程 第 6 条（表彰および公表方法）につい

て実際の運用に合わせて副賞の規程を改定したい旨説明があり，意義なく承認された． 

 

 

 

【報告事項】 

（1）総務報告 

（1-1）第 80 回理事会議事録について報告した． 

（1-2）総会資料の会勢報告および入退会者について報告した．退会理由を総会までに確認する． 

（1-3）メールによる審議等の結果１件について報告した． 

（1-4）申理事より，会費納入方法について，銀行口座からの引き落とし登録者を増やすために，入会時の

会費納入方法は銀行口座からの引き落としに限定したい旨提案があり承認された． 

 

（2）第６７回大会（２０２６年 5 月 23～24 日：名古屋市立大学）準備状況報告 

横山第６７回大会長より，調整中のプログラムをまもなく公開する旨説明があった．大会 1 日目は開会式

後に 10 時からセッションを開始する予定． 

 

（3）担当・委員会報告 

3-1．人間工学専門家認定機構 

榎原機構長より，4 月 24 日に機構総会を開催し，機構長選挙にて松田文子氏を次期機構長に信任した

旨，報告があった．総会前に講演会をハイブリッドで開催した．2026 年度の認定試験開催日は 9 月 5 日

（東京）と 2027 年 2 月 13 日（大阪）． 

 

各委員長，副委員長より活動報告あり．詳細は総会資料に記載あり. 

 

（国際協力委員会）IEA フェローを JES からも積極的に推薦してほしい旨提案があり，国際協力委員

会から推薦を実施することを確認した． 

 

（4）プロジェクト報告 

各報告は総会資料に記載あり. 

 

（5）支部報告 

(5-1) 北海道支部 

今回はなし． 



(5-2) 東北支部 

高橋支部長より，2025 年度は支部研究会を 2 回開催した旨報告があった． 

(5-3) 関東支部 

今回はなし． 

(5-4) 東海支部 

横山支部長より， 4 月 9 日に支部総会をオンラインで開催した旨報告があった． 

(5-5) 関西支部 

有馬支部長より， 12 月 13 日（日）に関西大学千里山キャンパスで 2026 年度関西支部大会を開

催する旨説明があった．  

(5-6) 中国・四国支部 

石原支部長より， 3 月にシンポジウムを無事開催したこと，中国・四国支部大会は近畿大学工学部に

て 11 月 28 日（土）に開催予定で調整中の旨，説明があった． 

(5-7) 九州・沖縄支部 

今回はなし． 

 

（6）その他 

 ・今後の理事会・総会日程について（総務） 

第 67 回大会時の理事会および懇親会（5 月 22 日）と定時社員総会（5 月 23 日）についての案内があ

った． 

 

（7）閉会 

以上の議事を終え，１1 時 17 分に閉会した． 

上記の決議を明確にするため，代表理事，監事がこれに記名押印する． 

 

２０２6 年４月２８日 

 代 表 理 事 鳥 居 塚  崇 ㊞ 

  監 事 臼 井  伸之介㊞ 

 


